
みやぎ県南中核病院企業団告示第２５号 

 

 みやぎ県南中核病院企業団の任用、給与、勤務条件等の人事行政運営の全般を明らかにし、人事行政

における公正性及び透明性を確保するため、みやぎ県南中核病院企業団人事行政の運営等の状況の公表

に関する条例（平成１７年条例第２号）第３条の規定に基づき、みやぎ県南中核病院企業団の平成２８

年度における人事行政の運営の状況の報告について次のとおり公表する。 

 

 平成２９年１２月２５日 

 

                            みやぎ県南中核病院企業団 

                            企 業 長 下 瀬 川  徹 

 

１ 職員の任免及び職員数に関する状況 

⑴  職員の任免 

①  退職者数（平成２８年度）         ② 採用者数（平成２８年度） 

区  分 退 職 者 数 

 

区  分 採 用 者 数 

一般行政職 ２人 一般行政職 ３人 

医   師 ４人 医   師 １５人 

医療技術職 １１人 医療技術職 ２０人 

看 護 職 ２２人 看 護 職 ２９人 

合  計 ３９人 合  計 ６７人 

  

⑵  職員数 

   条例定数及び職員数（平成２９年４月１日現在） 

区     分 定     数 職  員  数 

みやぎ県南中核病院           － 
４９１人 

(2)  

附属村田診療所           － 
５人 

（1） 

附属訪問看護ステーション  － ５人 

合     計 ５３０人      
５０１人 

（3） 

（注）1.職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は

非常勤職員、再任用職員のうち短時間勤務職員は含みません。 

2.( )内は再任用職員のうち常時勤務職員の内数です。 

 

２ 職員の給与の状況 

⑴ 人件費の状況 

病院事業会計（附属村田診療所事業及び訪問看護ステーション事業を含む） 

区  分 
歳入総額 A 

（総収益） 

歳出総額 B

（総費用） 

純 損 失 

A－B 

人 件 費 

C 

人 件 費 率 

C/B 

平成 28年度 
千円 

8,756,678 

千円 

9,791,819 

千円 

△1,035,141 

千円 

4,616,409 

    ％ 

47.1 

（注）1.上記の金額は、消費税抜きの金額です。 

2.人件費とは、一般職に支給される給与、共済負担金、退職手当負担金、災害補償等をいいます。 

 



 ⑵ 職員給与費の状況 

病院事業会計の予算（附属村田診療所事業及び附属訪問看護ステーション事業を含む） 

区 分 
職員数 

A 

給     与     費 一人あたり 

給 与 費  

（B/A） 
給  料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 

平成 28 年度 
   人 

489 

  千円 

1,724,956 

   千円 

851,849 

  千円 

633,540 

  千円 

3,210,345 

千円 

6,565 

（注）1.職員手当には、退職手当・児童手当を含みません。 

2.給与費は当初予算に計上された額です。 

 

⑶ 職員の平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況（平成２９年４月１日現在） 

区    分 みやぎ県南中核病院企業団 

一般行政職 

平均給料月額 297,024円  

平均給与月額 344,673円  

平 均 年 齢 42歳 11月  

医   師 

平均給料月額 473,429円  

平均給与月額 1,269,886円  

平 均 年 齢 46歳 5月  

医療技術職 

平均給料月額 251,406円  

平均給与月額 315,221円  

平 均 年 齢 34歳 6月  

看 護 職 

平均給料月額 269,657円  

平均給与月額 333,872円  

平 均 年 齢 37歳 0月  

（注）平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当、特殊 

勤務手当等を含んだものです。 

 

⑷ 職員の初任給の状況（平成２９年４月１日現在） 

区    分 
みやぎ県南中核病院企業団 国 

法定初任給 法定初任給 

一般行政職 
高 校 卒 146,100円  146,100円  

大 学 卒 178,200円  178,200円  

医   師 大 学 卒 245,200円  245,200円  

医療技術職 

高 校 卒 146,500円  146,500円  

短大２卒 162,200円  162,200円  

短大３卒 173,200円  173,200円  

大 学 卒 184,400円  184,400円  

大学６卒 206,800円  206,800円  

看 護 職 

短大２卒 187,600円  187,600円  

短大３卒 195,900円  195,900円  

大 学 卒 208,000円 208,000円 

 

 

 

 

 



⑸ 期末手当・勤勉手当の状況 

みやぎ県南中核病院企業団 国 

（平成２８年度支給割合） 

        期末手当    勤勉手当 

６月期  1.225月分    0.8月分 

１２月期  1.375月分    0.9月分 

  計   2.600月分    1.7月分 

（平成２８年度支給割合） 

        期末手当    勤勉手当 

６月期   1.225月分    0.8月分 

１２月期   1.375月分    0.9月分 

  計    2.600月分    1.7月分 

（加算措置の状況） 

職務上の段階、職務の級等による加算措置 

（加算措置） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

 

 

⑹ 退職手当の状況（平成２９年４月１日現在） 

みやぎ県南中核病院企業団 国 

（支給率）   自己都合    勧奨・定年 

勤続２０年   20.445月分   25.55625月分 

勤続２５年   29.145月分    34.5825 月分 

勤続３５年   41.325月分   49.590  月分 

最高限度額   49.59 月分    49.590  月分 

（支給率）   自己都合    勧奨・定年 

勤続２０年   20.445月分  25.55625月分 

勤続２５年   29.145月分  34.5825 月分 

勤続３５年   41.325 月分  49.590月分 

最高限度額   49.59  月分   49.590月分 

その他の    定年早期退職特例措置 

加算措置    （2％～20％加算） 

その他の    定年早期退職特例措置 

加算措置    （3％～45％加算） 

１人当たりの 

平均支給額 
873千円 20,116千円 

１人当たりの 

平均支給額 
－ 千円 － 千円 

（注）⑴ 退職手当の１人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全種類に係る職員に支給された平均額です。 

 

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

 ⑴ 職員の勤務時間 

  １日当たり７時間４５分 

（休憩時間を除き、４週間を超えない期間につき１週間当たり３８時間４５分） 

 ⑵ その他の勤務条件 

① 休日 

日曜日及び土曜日は、一般的には勤務を要しない日である。また、次に掲げる日には、特に

勤務を命ぜられない限り勤務する必要はない。 

(ｱ) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

(ｲ) １２月２９日から翌年の１月３日までの日（国民の祝日に関する法律に規定する休日を除

く） 

② 休暇 

区    分 取   得   状   況 

年 次 有 給 休 暇 平成２８年の１人当たり平均取得日数 7.4日 

病 気 休 暇 ４７人 

特 別 休 暇 
結婚（７日以内）、出産（前後各８週間）、育児時間（１日１時間）、

親族等の葬祭（１～１０日）、夏季休暇（５日以内）他 

介 護 休 暇 ０人 

育児休業、育児短時間

勤務、部分休業 
３５人（育児休業 22人、育児短時間勤務 2人、部分休業 11人） 

 

４ 職員の分限及び懲戒の状況 

⑴ 分限処分（平成２８年度） なし 

   

⑵ 懲戒処分（平成２８年度） なし 



５ 職員の服務の状況 

 ⑴ 服務制度の概要等 

   地方公務員法（昭和２５年法律２６１号。以下「法」という。）第３０条では、服務の根本基準

として、「すべての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に

当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない」とされており、下記の義務や制限が定

められている。 

服務の具体的内容 法の規定 

服務の宣誓 法第３１条 

法令及び上司の命令に従う義務 法第３２条 

信用失墜行為の禁止 法第３３条 

秘密を守る義務 法第３４条 

職務に専念する義務 法第３５条 

政治的行為の制限 法第３６条 

争議行為等の禁止 法第３７条 

営利企業等の従事制限 法第３８条 

   ただし、研修を受ける場合や定期健康診断を受診する場合のほか、管理者が定める場合に職務に

専念する義務が免除されることがある。 

 

 ⑵ 綱紀の保持 

   職員は地域住民全体の奉仕者であって、その職務は地域住民から負託された公務であることから、

公務員としての綱紀の保持については、常日ごろから職員に対して注意を喚起し、その徹底を図っ

ている。 

 

６ 職員の研修及び勤務成績の評定状況 

⑴  職員の研修（平成２８年度） 

区    分 実施月 研   修   名 受講者数 

階層別研修等 

5月 

契約事務研修 2人 

労務管理研修 1人 

給与制度研修 1人 

6月 監督者研修Ⅰ 3人 

9,11月 新規採用職員研修 2人 

10月 管理者研修Ⅱ 1人 

みやぎ県南中

核病院職員研

修（教育研修

委員会主催）   4月 

みやぎ県南中核病院新規採用者研修会 70人 

ネーザルハイフロー説明会（救命救急センター） 11人 

インシデントレポート操作説明会 50人 

輸血について 74人 

診療報酬改定について 192人 

研修医報告会 50人 

EBM抄読会 30人 

5月 

看護部研修 化学療法チーム部会 30人 

人工呼吸器 V60ベンチレイターAT研修 15人 

職員教育研修「情報セキュリティ」 141人 

メンタルヘルツ講習会 54人 

呼吸器 LTV1200研修 31人 

EBM抄読会  30人 

職員教育研修会「血液培養について」（２回開催） 235人 

ＮＳＴ勉強会 52人 

 職員教育研修「情報セキュリティ」ＤＶＤ研修 298人 



 

6月 

医療機器安全使用に関する研修（輸液ポンプ、シリンジ

ポンプ） 
17人 

「医療チームにおけるコミュニケーション」研修会 25人 

ＣＰＣ 20人 

メンタルヘルス研修会 32人 

接遇研修会「クレーム未然防止について」講師：ニチイ・

教育研修委員会   
52人 

医療機器安全使用に関する研修（Ａﾗｲﾝ閉鎖式、CVP用

ｵｰﾌﾟﾝｼﾝｸﾞﾙ） 
63人 

キャンサーボード 29人 

ＮＳＴ勉強会 49人 

看護診断研修(初級） 39人 

EBM抄読会  20人 

7月 

委託職員向け医療安全研修会 40人 

研修医報告会 50人 

キャンサーボード 29人 

EBM抄読会  20人 

医療安全研修会「薬剤関連」 141人 

ＮＳＴ勉強会 63人 

KYT（危険予知ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）研修会 11人 

8月 

キャンサーボード 24人 

ＮＳＴ勉強会「実習 口腔ケア」 42人 

医療機器安全使用に関する研修（人工呼吸器Ｖ60） 30人 

9月 

キャンサーボード 30人 

CPC 30人 

EBM抄読会  20人 

クリニカルパス大会 73人 

「医療チームにおけるコミュニケーション」研修会 8人 

ＮＳＴ勉強会 63人 

10月 

看護診断研修（中級） 37人 

医療安全講演会「あなたの‟振る舞い”が患者を救う」 90人 

KYT研修会 6人 

宮城県南緩和ケア地域連携講演会 120人 

研修医報告会 50人 

医療機器安全使用に関する研修（ネーザルハイフロー療

法：Aｉｒｖｏ２） 3回開催 
27人 

キャンサーボード 40人 

EBM抄読会  20人 

ＮＳＴ勉強会 63人 

11月 

「医療チームにおけるコミュニケーション」研修会 11人 

抗菌薬の基礎知識 162人 

キャンサーボード 33人 

ＮＳＴ勉強会 35人 

医療安全の取り組み報告会/災害時の医療安全 160人 

12月 キャンサーボード 27人 

1月 

キャンサーボード 39人 

感染対策研修会 126人 

医薬品安全管理研修会 94人 

感染対策研修会 78人 



 

 

EBM抄読会  20人 

ＮＳＴ勉強会 60人 

KYT研修会 10人 

感染対策研修会 101人 

研修医報告会 50人 

2月 

看護研究発表会(ポスター） 127人 

嘱託職員説明会 2回開催 80人 

看護必要度研修 2回開催 146人 

キャンサーボード 22人 

3月 

ＣＰＣ 30人 

キャンサーボード 21人 

ＮＳＴ勉強会 23人 

EBM抄読会  20人 

 

⑵ 職員の勤務成績の評定 

  管理者は、公務能率を増進させることを目的に、職員の執務について定期的に勤務成績の評定を

行い、その評価の結果に応じた措置を講じなければならないとされている。 

  管理者においては、職員の個々の適正、能力、経験などを把握し、それに基づいた適材適所の人

事配置や昇任を行うことにより、職員の意欲を引き出し、資質向上を図っている。 

 

７ 職員の福祉及び利益の保護の状況 

 ⑴ 職員の福祉 

① 職員健診 

 区   分 受検者数 

定期職員健康診断 ５６７人  

人 間 ド ッ ク ３７人  

脳 ド ッ ク 健 診  １２人 

② 共済制度 

   共済制度とは、職員の掛金と使用者である地方公共団体の負担金を財源として、職員の生活

の安定と福祉の向上を図るもので、宮城県市町村職員共済組合において各種給付事業や福祉事

業を行っている。 

③ 公務災害補償 

   地方公務員災害補償制度は、地方公務員が公務上の災害（負傷、疾病、障害又は死亡をいう。） 

  又は通勤による災害によって生じた損害を補償するとともに、必要な福祉事業を行うものであ

る。 

 

⑵ 職員の利益保護 

① 措置要求制度 

   法第４６条により、職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、 

  任命権者より適当な措置が執られるべきことを要求することができるとされている。 

② 不利益処分に関する不服申立て 

   法第４９条の２により職員は、懲戒その他職員の意に反すると認める不利益な処分を受けた

とき、公平委員会に行政不服審査法（昭和３７年法律第１６０号）により不服申立てをするこ

とができるとされている。 


